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Ⅰ.組織の概要 

⑴ 名称及び代表者 

平和産業株式会社 

代表取締役 河崎靜生 

⑵ 所在地 

本  社 ： 山口県山陽小野田市大字東高泊字洲賀 1561 番 9 

       （管理部・運輸事業部・塗装事業部） 

TEL ：0836-83-3690  FAX  : 0836-84-5334 

大阪営業所： 大阪府摂津市鳥飼西 5-4-15 

TEL ：072-653-4422    FAX  : 072-653-4425 

    埼玉営業所 :  埼玉県八潮市大字二丁目 1001-1 

         TEL ：048-994-5200  FAX ：048-994-5201 

  工事課   :   田辺三菱製薬工場株式会社 小野田工場内 

                  TEL ： 0836-83-6600      FAX : 0836-83-6600 

  田辺三菱製薬工場事業所：田辺三菱製薬工場株式会社 小野田工場内  

  

（3）設立 

  昭和 38 年 8 月 

 

（4）環境管理責任者 

責任者  取締役    原 三千穂     

担当者  運輸事業部長 鈴木 浄土       

 

（5） 事業内容 

一般貨物自動車運送業、貨物取扱業、倉庫業、塗装・工事業、産業廃棄物収集運搬業、

特別産業廃棄物収集運搬業 

 

（6） 事業規模 

資本金  43 百万       売上高   942 百万（令和 4 年度） 

従業員  89 人        敷地面積  5662.36 ㎡ 

（7） 事業年度 

2 月～翌年 1 月 

（8）産業廃棄物収集運搬量      2022 年 2 月～2023 年 1 月     2965ｔ 

特別産業廃棄物収集運搬量    2022 年 2 月～2023 年 1 月     510ｔ 
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□認証・登録の対象範囲 

 登録組織名：平和産業株式会社 

 対象事業所：本社（管理部、運輸事業部、塗装・工事部） 

 対象外  ：大阪営業所、埼玉営業所（大阪営業所、埼玉営業所は４年以内に拡大予定） 

 田辺三菱製薬工場事業所（田辺三菱製薬工場の ISO14001 下で活動） 

 

□環境経営実施体制 

 

 

  

エコアクション21

組織表

取　締　役　会

範囲外

実施体制

所属（役職） 役割・責任・権限・指名

【EA21代表者】 環境方針の策定を行い、EA21の取組状況の

評価・見直し及び必要な指示を行う。

【環境管理責任者】 代表者の指示を受けEA21を構築・維持すると

ともに運用状況を報告し必要な指示を行う

【EA21事務局】 データを集計・解析し、見直しに必要なデータの

報告を行うとともに環境レポートの作成を行う。

【各部門責任者】 環境管理責任者の指示を各部門員に指示・伝達し

（運輸、塗装工事、管理） 環境方針に則り業務を遂行させる。

全社員

塗装・工事事業部 運輸事業部 管理部
田辺三菱製
薬工場事業
所

範囲外

塗装課 工事課 小野田（営） 大阪（営） 埼玉（営）

代表取締役社長

河崎靜生

EA21代表者

大神昭充 田辺三菱製薬工場㈱が

EMS活動を実施している

シミック、タマ化学、日東

工業がEMS活動を実施して
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Ⅱ.環境経営方針 

基本理念 

 平和産業株式会社は「安全は商品なり」を基本理念とし、企業活動のあらゆる面で省エネ・

省資源を目指し、環境負荷低減に努めます。 

 

 

行動方針 

 環境経営システムを構築・運用し、継続的な改善を進めるため、この行動指針に基づき環

境目標及び環境目標計画を定め、積極的な行動を展開します。 

 

1. 二酸化炭素の排出削減に取り組みます。 

・エコドライブを実践し、省エネと排気ガスの抑制や騒音の低減に努めます。 

2. 電気・水道・燃料等の使用エネルギーの削減に取り組みます。 

3. 事業活動に関連する環境関連法規や条例を遵守します。 

4. 地域社会とのコミュニケーションを取り、地域の環境保全に努めます。 

5. 環境方針は従業員全員に周知し、環境保全の向上に努めます。 

 

 

 

制定日 令和３年９月１日 

平和産業株式会社 

代表取締役 河崎靜生 
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Ⅲ.環境経営目標及び実績 

 

（1）中期環境経営目標  2020 年度実績（2020.02～2021.01）を基準にした。 

    

 

 

（2）環境経営目標の達成度評価 

①CO₂の総量  増員により車両の稼働が増え軽油の使用量が大幅に増え目標未達。 

②電力     担当責任者が節電意識を徹底し達成。 

③軽油     増員により車両の稼働量が上がり軽油の使用量が増え未達。 

④ガソリン   営業範囲が広範囲になり使用量が増え未達。 

⑤水      冬期の融雪剤の洗浄のため下回り洗浄回数が増え使用量が増え未達。 

⑥廃棄物    過去の未廃棄分があり廃棄量が増えたため未達。  

⑦社会貢献活動 この活動を通じて全員で会社周辺の清掃が定着した。 

 

  

単位 2020年度 2021年度 2022年度 2022年度 2023年度

（基準年） 目標値 目標値 実績値 目標値

㎏-CO2 878,373 869,589 860,893 1,110,392 × 852,284

基準値 -2.0% -3.0%

Kwh 31,944 31,625 31,308 31,313 × 30,995

基準値 -2.0% -3.0%

L 329,188 325,896 322,637 417,732 × 319,411

基準値 -2.0% -3.0%

L 4,351 4,307 4,264 5,802 × 4,222

基準値 -2.0% -3.0%

㎥ 523 518 513 652 × 507

基準値 -2.0% -3.0%

㎏ 9,665 9,568 9,473 10,670 × 9,378

基準値 -2.0% -3.0%

回 毎月1回 毎月1回 毎月1回 毎月1回 〇 毎月1回

基準値 現状維持 現状維持 現状維持 現状維持

　「中国電力の2019年度の調整後排出係数：0.585㎏－CO₂/kwhを適用」を使用する。

（化学物質の適正管理）

判定

購入電力量の削減

二酸化炭素総排出量の削減

軽油使用量の削減

社会貢献（会社周辺の清掃）

化学物質使用量の削減

産業廃棄物排出量の削減

水使用量の削減

ガソリン使用量の削減
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Ⅳ.環境経営活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 

≪次年度の重点的な取組として下記の項目を行う≫ 

①  SDGｓの勉強会を全従業員に行い、業務に反映させる。 

②   EA21 未承認拠点への取組を行う。 

  

取組計画 実施状況 評価結果と次年度の取組内容

二酸化炭素排出量の削減：未達

・下記のとおり

電力使用量の削減：僅かに未達

・下記のとおり空調温度の適正

化（冷房28℃、暖房23℃）
〇

設定温度の管理ができた。

≪次年度≫この活動を継続する。

・不要照明の消灯 〇 こまめな照明灯の管理ができた。

≪次年度≫この活動を継続する。

ガソリン使用量の削減：未達

・不要なアイドリングストップ 〇 エコドライブ・安全運転への意識付けは出来た。

・不要な急加速・急停車の防止 〇

≪次年度≫安全運転がエコドライブに繋がることの取組を継

続する。

軽油使用量の削減：未達

・不要なアイドリングストップ 〇 エコドライブ・安全運転への意識付けは出来た。

・効率的な移動 〇

≪次年度≫デジタコの管理で、より効率な移動及びエコドラ

イブを徹底する。

水使用量の削減：未達

・節水の周知徹底 × 冬期の融雪剤の洗浄により使用量が増えた。

≪次年度≫節水札等の設置で意識付けを徹底する。

産業廃棄物の削減(塗料)：未達 過去の未処理分の処理をしたため廃棄量が増え未達成。

・塗料の廃棄量 × 過去の未処理分の処理をした

≪次年度≫工事の請負の増減によるが、毎月廃棄処分をす

る。
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Ⅴ.環境慣関係法規等の遵守状況の評価結果 

 

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次のとおりである。 

 

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規等は遵守されていることを確認

しました。なお、環境法規制等への違反、訴訟、環境上の苦情等も過去にありません。 

 

Ⅵ.代表者による全体の評価と見直し 

 

CO₂削減については、運送事業部の増員に伴い軽油使用量が増え目標達成は出来なかっ

た。 

従業員のエコドライブ意識も向上してきたが今後もエコドライブへの取組を継続する。 

 従業員の省エネ意識を高めるため、入社時の添乗指導、エコドライブ講習会へ参加、毎月

の燃費データを掲示し、意識付けを強めていく。 

目標未達成の項目もあり、全項目達成に向け指導する。 

 

① 環境経営方針 

    社内の環境への意識を高め、現行の内容で継続する。 

② 環境経営目標 

    目標未達が多かったが、削減方法を模索しながらレベルアップに努める。 

③ 環境経営活動計画 

まだ計画すべてが実行できていない。新たな取組も追加しながら環境負荷の低

減に向け、事業活動の継続的改善を図る。 

④ 環境経営システム・実施体制 

現段階での見直しの予定はないが、引き続き緊急事態想定訓練については確実

な実施を求めたい。  

 

適用される法規制 遵守すべき要求事項 遵守評価

廃棄物処理法
収集運搬・処理業者との適正な契約、マニフェストの

交付・保存・確認・交付状況等報告書の提出
遵守

消防法
危険物取扱者の保安講習受験、定期点検の実施、点検

記録の保管
遵守

道路交通法 無免許運転の禁止、過積載の禁止、 遵守

労働安全衛生法 健康診断の実施、安全教育の実施 遵守

フロン排出抑制法
フロン類使用機器の点検と記録、漏洩防止、廃棄時の

適切な処理
遵守
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 Ⅶその他
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≪産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低公害車の導入の状況≫

1.産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低排出ガス車の導入状況

42 台( 100.0 % ) 42 台( 100.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

1 台( 2.4 % ) 1 台( 2.4 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

【低排出ｶﾞｽ車の導入目標】

令和4年9月末迄に、⑦～⑮の占める割合を、全体保有台数の3％以上とする。

⇒令和3年12月21日時点で2.4％です。

2.産業廃棄物収集運搬業の用に供する運搬車に係る低燃費車の導入状況

全体保有台数 42 台( 100.0 % ) 42 台( 100.0 % )

平成22年度燃費基準達成車 ①　― 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

②　5％  低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

③　10％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

④　15％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

⑤　20％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

⑥　15％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

平成27年度燃費基準達成車 ⑦　― 13 台( 31.0 % ) 13 台( 31.0 % )

⑧　5％  低減ﾚﾍﾞﾙ 6 台( 14.3 % ) 6 台( 14.3 % )

⑨　10％低減ﾚﾍﾞﾙ 5 台( 11.9 % ) 5 台( 11.9 % )

⑩　15％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

⑪　20％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

⑫　25％低減ﾚﾍﾞﾙ 0 台( 0.0 % ) 0 台( 0.0 % )

【低燃費車の導入目標】

令和4年9月末迄に、平成27年度燃費基準達成車（⑦～⑫）の占める割合を全保有台数の59.5％以上とする。

⇒令和4年12月21時点で57.1％です。

台数（割合）
R3.6.28時点

台数（割合）
R3.12.28時点

台数（割合）
R3.6.28時点

⑧　平成21年度基準適合車

運搬車の排ｶﾞｽﾚﾍﾞﾙ

①　平成17年度基準適合/排出ｶﾞｽ75％低減車　☆☆☆

②　平成17年度基準適合/PM10％低減重量車　☆

台数（割合）
R3.12.28時点

⑮　平成28年度基準適合車

全体保有台数

運搬車の燃費低減ﾚﾍﾞﾙ

⑨　平成22年度基準適合/排出ｶﾞｽ10％低減車　☆

⑩　平成22年度基準適合車

⑪　平成23年度基準適合車

⑫　平成24年度基準適合車

⑬　平成25年度基準適合車

⑭　平成26年度基準適合車

③　平成17年度基準適合/Nox･PM10％低減重量車　☆

④　平成17年度基準適合車

⑤　平成19年度基準適合/排出ｶﾞｽ75％低減車　☆☆☆☆

⑥　平成19年度基準適合/排出ｶﾞｽ50％低減車　☆☆☆

⑦　平成21年度基準適合/排出ｶﾞｽ10％低減車　☆
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【産業廃棄物収集運搬許可一覧】 

 

既に処理業の許可

（他の都道府県のも

のを含む。）を有して

いる場合はその許可

番号（申請中の場合に

は、新生年月日」    

都道府県・市区名 許  可  番  号 

山口県 第 03506003802号 平成 31年 3月 14日許可 

山口県 第 03556003802号 平成 30年 6月 10日許可 

福岡県 第 04000003802号 令和元年 10月 1日許可 

福岡県 第 04050003802号 令和元年 10月 1日許可 

大阪府 第 02700003802号 令和元年 10月 15日許可 

大阪府 第 02750003802号 令和元年 10月 15日許可 

三重県 第 02400003802号 令和 3年 3月 10日許可 

滋賀県 第 02501003802号 令和 3年 8月 26日 許可 

滋賀県 第 02551003802号 令和 3年 8月 26日許可 

京都府 第 02600003802号 令和 4年 9月 7日許可 

兵庫県 第 02804003802号 令和 4年 12月 7日許可 

兵庫県 第 02854003802号 令和 4年 12月 7日許可 

長野県 第 2009003802号 令和元年 10月 25日許可 

長野県 第 2059003802号 令和元年 10月 25日許可 

岡山県 第 03300003802号 令和 2年 11月 18日許可 

岡山県 第 03350003802号 令和 2年 11月 18日許可 

佐賀県 第 04101003802号 令和 3年 7月 2日許可 

佐賀県 第 04151003802号 令和 3年 7月 2日許可 

広島県 第 03400003802号 令和 3年 11月 10日許可 

広島県 第 03450003802号 令和 3年 11月 10日許可 
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【地域清掃活動】 

 

【節電シール】     【節水シール】        【フィルター清掃】 
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動

植

物

性

残

渣

ゴ

ム

く

ず

金

属

く

ず

ガ

ラ

ス

く

ず

陶

磁

器

く

ず

コ

ン

ク

リ

ー

ト

く

ず

鉱

さ

い

が

れ

き

類

ば

い

じ

ん

1

3

号

廃

棄

物

水

銀

使

用

製

品

産

業

廃

棄

物

廃

石

綿

等

1 長野県 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

2 三重県 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3 滋賀県 ● ● ◎ ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 ●

4 京都府 〇

5 大阪府 ● ● ● ● 〇 ●

6 兵庫県 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

7 岡山県 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ●

8 山口県 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

9 福岡県 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇

10 佐賀県 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 広島県 ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 ●

● 産業廃棄物・特別管理産業廃棄物収集運搬の許可種類

○ 産業廃棄物収集運搬の許可種類

◎ 特別管理産業廃棄物収集運搬の許可種類

産業廃棄物収集運搬業の許可
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 【安全講習】 

 

 



14 

 

 

 

 



15 

 

 


